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平成26年第４回定例会　議案の概要

第４回定例会

議決した案件
●条例案…14件　●予算案…８件　●承認案…１件　●諮問…４件

●その他…７件　●議員提出議案…１件　●請願…１件
（●全会一致可決…29件　●賛成多数可決…５件　●否決…２件）

Pick Up
〈
議
案
第
175
号
〉

西
条
駅
北
口
広
場
が
変
わ
り
ま
す

（
駅
前
広
場
交
通
施
設
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
）

　

東
広
島
市
の
玄
関
口
で
あ
る
西
条
駅
の
南
側
と
北
側
を
結
ぶ
自
由
通
路
の
新
設

と
あ
わ
せ
て
、
北
口
広
場
を
新
た
に
整
備
し
、
駅
南
北
の
連
絡
性
の
向
上
と
、
バ

ス
乗
降
場
や
タ
ク
シ
ー
待
機
場
を
整
備
し
交
通
結
節
点
と
し
て
の
機
能
強
化
及
び

駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
図
る
も
の
で
す
。

○西条駅北口広場

　西条駅南北の連絡性が向上し、利便性の向上が期待される。

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

Ｑ	　

バ
ス
乗
降
場
の
１
区
画
の
面
積

は
ど
の
程
度
あ
る
の
か
。

Ａ	　

長
さ
は
約
10
メ
ー
ト
ル
、
幅
が

約
３
メ
ー
ト
ル
で
、
大
型
バ
ス
が

駐
車
で
き
る
だ
け
の
ス
ペ
ー
ス
は

確
保
し
て
い
る
。

Ｑ	　

タ
ク
シ
ー
待
機
場
を
複
数
の
タ

ク
シ
ー
業
者
が
共
有
す
る
場
合
は
、

使
用
料
の
負
担
や
利
用
の
割
り
当

て
な
ど
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

Ａ	　

市
と
し
て
は
、
タ
ク
シ
ー
会
社

全
社
に
案
内
し
て
、
駅
前
広
場
の

待
機
場
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
タ

ク
シ
ー
会
社
間
で
協
会
を
つ
く
っ

て
い
た
だ
き
、
そ
の
協
会
で
使
用

料
の
割
り
当
て
や
待
機
順
と
い
う

も
の
を
決
め
て
い
た
だ
て
い
る
。

市
へ
の
利
用
申
請
に
つ
い
て
も
、

そ
の
協
会
か
ら
申
請
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
、
今
回
の
西
条
駅
北
口

広
場
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
行
い

た
い
と
考
え
て
い
る
。
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Select.2

Select.1
〈
諮
問
第
155
・
156
・
157
・
158
号
〉

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
を
決
定

　

東
広
島
市
の
人
権
擁
護
委
員
の
う
ち
、
４
人
の
任
期
が
平
成
27
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
満
了
す
る
た
め
、
後
任
の
委
員
の
候
補
者
に
つ
い
て
、
法
務
大
臣
に
推
薦

す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

〈
議
案
第
159
号
〉

東
広
島
圏
域
新
市
建
設
計
画
の
変
更

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
合
併
市
町
村
に
係
る
地
方
債
の
特
例
に

関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
、
合
併
特
例
債
を
借
り
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
期
間
が
延
長
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
東
広
島
圏
域
新
市
建
設
計

画
の
一
部
を
変
更
し
、
計
画
期
間
を
５
年
延
長
し
、
平
成
31
年
度
ま
で
の
お
お
む

ね
15
カ
年
へ
変
更
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

◎
人
権
擁
護
委
員
と
は
？

　

①	

主
な
役
割
…
人
権
相
談
を
受
け

た
り
、
人
権
の
考
え
を
広
め
る

活
動
を
し
て
い
る
民
間
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
（
無
報
酬
）
で
す
。
法

務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
積
極

的
な
人
権
擁
護
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

②
任
期
…
３
年

　

③
人
数
…
28
人
（
東
広
島
市
）

人権擁護委員

議会に候補者の推薦につい
て意見を求め、適任である
ことが認められた場合に、
市長が推薦します。

新市建設計画

平成17年の合併の際に
作られた計画。合併後
の新市建設の基本方針
と具体的な施策の方向
を定めたものです。

◎人権擁護委員の候補者

◎変更の概要
①変更内容

②合併特例債の財政計画（単位：百万円）

氏　名

堀
ほり

　　隆
たかふみ

史　氏（志和町）

松
まつばら

原　博
ひろ

子
こ

　氏（西条町）

窪
くぼ

田
た

　恒
つね

治
じ

　氏（志和町）

飛
ひ や

家　澄
すみ

子
こ

　氏（安芸津町）

項　目 変更内容
計画期間の延長 平成31年度までに延長（５年間の延長）
財政計画の変更 平成17年度から平成31年度までの財政計画を策定

年　度 H27 H28 H29 H30 H31
歳入（合併特例債） 5,223 672 693 716 865
歳出（合併特例事業） 10,116 3,293 705 1,108 1,985
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Select.4

Select.3
〈
議
案
第
163
号
〉

福
富
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

指
定
管
理
者
を
決
定

　

福
富
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
指
定
管
理
者
を
公
募
し
た
結
果
、
㈱
陸
地
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
（
西
条
大
坪
町
）
と
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
２
者
か
ら
応
募
が
あ
り
、
入

札
に
よ
り
指
定
管
理
者
が
㈱
陸
地
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
西
条
大
坪
町
）
に
決
定
し

ま
し
た
。

〈
議
案
第
164
号
〉

河
内
町
入
野
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

指
定
管
理
者
を
決
定

　

河
内
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
・
入
野
区
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
指
定
管
理
者
を
公
募
し

た
結
果
、
入
野
自
治
組
織　

篁
た
か
む
らの

郷
（
河
内
町
入
野
）
１
者
か
ら
応
募
が
あ
り
、

指
定
管
理
者
に
決
定
し
ま
し
た
。

意
見
を
付
し
て
可
決
!!

　

	　

公
募
に
よ
る
指
定
管
理
者
制
度

の
選
考
過
程
に
お
い
て
、
施
設
の

種
別
に
よ
っ
て
は
、
地
域
振
興
等

に
資
す
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
、

新
た
に
評
価
項
目
と
し
て
加
え
る

こ
と
を
、
今
後
、
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。

◎
指
定
期
間

　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら

　
　

平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

	福富多目的
グラウンド

ソフトボール男子
規格５面、軟式野
球社会人正規規格
１面、サッカー大
人用２面が確保で
きる規模

	河内スポーツ
アリーナ

入野区民グラウンドと
同一敷地内に整備され
たスポーツ施設

◎
指
定
期
間

　

平
成
27
年
２
月
１
日
か
ら

　
　

平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

◎
施
設
概
要

①
河
内
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ

　

バ
レ
ー
（
２
面
）、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
（
４
面
）、
フ
ッ
ト
サ
ル
（
１
面
）

の
い
ず
れ
か
で
利
用
可
能

②
入
野
区
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

多
目
的
広
場
（
施
設
の
広
さ
…
た

て
約
52
ｍ
、
よ
こ
約
71
ｍ
）

※
夜
間
照
明
設
備
な
し
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Select.6

Select.5
〈
議
案
第
166
号
〉

い
じ
め
問
題
調
査
委
員
会

設
置
条
例
を
制
定

　

い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
が
平
成
25
年
９
月
28
日
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い

設
置
す
る
、
東
広
島
市
い
じ
め
問
題
調
査
委
員
会
の
組
織
及
び
そ
の
運
営
に
関
し

必
要
な
事
項
を
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

〈
議
案
第
171
号
〉

乳
幼
児
等
医
療
費
の
受
給
資
格
審
査

に
お
け
る
出
生
期
間
の
見
直
し

　

乳
幼
児
等
医
療
費
の
受
給
資
格
の
審
査
に
つ
い
て
、
６
月
１
日
に
出
生
し
た
者

に
つ
い
て
は
、﹁
前
年
の
所
得
に
よ
る
審
査
﹂
か
ら
、﹁
前
々
年
の
所
得
に
よ
る
審
査
﹂

に
改
め
る
も
の
で
す
。

◎
条
例
の
主
な
内
容

①	

所
掌
事
務
…
調
査
委
員
会
は
、
い

じ
め
防
止
対
策
推
進
法
に
規
定
す

る
重
大
事
態
に
つ
い
て
、
事
実
関

係
の
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を

教
育
委
員
会
に
報
告
す
る
。

②	

組
織
…
次
の
者
の
う
ち
か
ら
、
６

人
以
内
を
も
っ
て
組
織
す
る
。

　

ア　

弁
護
士

　

イ　

医
師

　

ウ　

学
識
経
験
者

　

エ　

心
理
又
は
福
祉
の
専
門
家

　

オ　

	

そ
の
他
教
育
委
員
会
が
適
当

で
あ
る
と
認
め
る
者

③
任
期
…
２
年

◎
調
査
を
行
う
重
大
事
態
と
は
？

①	　

い
じ
め
に
よ
り
児
童
等
の
生
命
、

心
身
又
は
財
産
に
重
大
な
被
害
が

生
じ
た
疑
い
が
あ
る
と
き
。

②	　

い
じ
め
に
よ
り
児
童
等
が
相
当

の
期
間
学
校
を
欠
席
す
る
こ
と
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
疑
い
が
あ

る
と
き
。

◎
改
正
の
理
由

　

県
の
福
祉
医
療
費
公
費
負
担
事
業

費
補
助
金
交
付
要
綱
の
一
部
が
改
正

さ
れ
、
助
成
対
象
者
の
受
給
資
格
審

査
に
お
け
る
、
乳
幼
児
等
の
出
生
期

間
に
つ
い
て
、
見
直
し
が
な
さ
れ
た

た
め
、
本
市
の
当
該
事
業
に
か
か
る

条
例
を
、
県
の
改
正
内
容
に
沿
っ
て
、

改
正
し
ま
す
。

◎主な改正の内容

前々年の所得により審査を行う受給資格者に係る乳幼児

等の範囲を次のように改めるものです。

現　　行 改　　正

１月１日から５月31日までの間
に出生した者

１月１日から６月１日までの間
に出生した者

マタニティマーク

●施行期日：公布の日から
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Select.8

Select.7
〈
議
案
第
172
号
〉

い
き
い
き
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
の

実
施
時
間
を
午
後
７
時
ま
で
に
変
更

　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
（
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
事
業
）
の
実
施
時
間
に
午
後
７

時
ま
で
の
区
分
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、
利
用
料
の
区
分
の
追
加
を
行
う
も
の
で
す
。

〈
議
案
第
179
号
〉

東
広
島
市
立
も
み
じ
小
学
校・

も
み
じ
中
学
校
を
設
置

　

広
島
県
立
広
島
学
園
に
入
所
し
て
い
る
児
童
に
義
務
教
育
を
行
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
当
該
学
園
の
敷
地
内
に
小
学
校
及
び
中
学
校
を
新
た
に
設
置
す
る
た
め
、

そ
の
名
称
及
び
位
置
を
定
め
る
も
の
で
す
。

いきいきこども
クラブ

今回の変更により利用
時間が延長され、来年
度以降は利用対象児童
も順次拡大される。

県立広島学園

家庭や学校などで適応困難な18
歳未満の児童が入園し、規則正
しい集団生活を通して、自立で
きるように支援することを目的
としています。

◎
施
設
の
概
要

●	

名
称
の
由
来
…
①
県
内
全
域
の
子
ど

も
た
ち
を
対
象
と
し
て
い
る
こ
と	

②
も
み
じ
は
色
づ
い
て
変
わ
り
、

人
々
の
心
に
溶
け
込
ん
で
い
く
す
ば

ら
し
い
イ
メ
ー
ジ
③
広
島
学
園
か
ら

の
要
望
の
中
で
、か
た
い
イ
メ
ー
ジ

よ
り
も
少
し
や
わ
ら
か
い
と
い
う
こ

と
で
、平
仮
名
と
な
り
ま
し
た
。

●	
維
持
管
理
方
法
…
施
設
の
維
持
管

理
は
県
が
負
担
し
、
継
続
し
て
学

校
運
営
す
る
た
め
の
必
要
経
費
は

市
が
負
担
し
ま
す
。

●	

学
校
規
模
…
①
小
学
校
１
学
級
、中
学

校
３
学
級
②
教
職
員
数
は
15
名
程
度

区　　分 時　間 利用料

月曜日から金曜日まで
午後６時まで 月額 ３，０００円

午後７時まで 月額 ３，７００円

月曜日から土曜日まで
午後６時まで 月額 ４，５００円

午後７時まで 月額 ５，４００円

◎利用時間・利用料（平成27年４月１日から）
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●
議
員
提
出
議
案
第
11
号

　
（
議
員
定
数
を
28
名
に
削
減
）

反
対

 

宮
川
誠
子
議
員

　

議
会
に
は
、
一
事
不
再
議
と
い
う

不
文
律
が
あ
り
、
皆
で
決
め
た
事
に

従
う
の
は
議
会
人
の
常
識
だ
。
定
数

に
つ
い
て
は
、
数
カ
月
前
に
こ
の
議

場
で
結
論
が
出
て
い
る
。
議
決
の
重

我
々
が
率
先
し
、
身
を
切
る
改
革
を

断
行
し
、
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
が
議

員
と
し
て
の
あ
る
べ
き
姿
で
は
な
い

か
。
議
員
定
数
を
一
層
削
減
し
、
み

ず
か
ら
進
ん
で
厳
し
い
選
択
を
す
る

こ
と
が
、
市
民
と
の
信
頼
関
係
を
深

め
る
契
機
に
な
る
も
の
と
確
信
し
、

本
案
に
対
す
る
賛
成
討
論
と
す
る
。

●
議
員
提
出
議
案
第
11
号

　
（
議
員
定
数
を
28
名
に
削
減
）

反
対

 
谷　
晴
美
議
員

み
を
自
ら
軽
ん
じ
る
こ
の
提
案
そ
の

も
の
が
大
義
が
な
い
と
考
え
、
反
対

す
る
。

●
議
員
提
出
議
案
第
11
号

　
（
議
員
定
数
を
28
名
に
削
減
）

賛
成

 

下
村
昭
治
議
員

　

今
後
、
予
想
さ
れ
る
負
担
増
と
い

う
市
民
の
痛
み
を
考
え
る
と
、
ま
ず

　

議
員
定
数
の
さ
ら
な
る
削
減
は
、

民
主
主
義
の
根
幹
を
、
議
員
み
ず
か

ら
崩
す
こ
と
に
な
る
。
身
を
切
る
改

革
で
あ
れ
ば
、
政
党
助
成
金
や
議
員

の
海
外
視
察
な
ど
を
改
め
る
べ
き
で
、

議
員
定
数
の
削
減
は
民
意
を
削
る
こ

と
に
も
な
る
の
で
、
反
対
す
る
。

●
議
員
提
出
議
案
第
11
号

　
（
議
員
定
数
を
28
名
に
削
減
）

反
対

 

高
橋
典
弘
議
員

　

一
事
不
再
議
に
つ
い
て
、
法
的
に

議案の審査経過
表決が分かれた案件の表決結果

※「議」は議長、「○」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席、「除」は除斥になります。

本
会
議
の
討
論

議案番号▶
議
員
提
出

議
案
第
11
号

議
案
第
168
号

議
案
第
169
号

議
案
第
180
号

議
案
第
163
号

議
案
第
166
号

請
願
第
6
号会　派　名 議　員　名

新 風 2 1

奥谷　　求 × ○ ○ ○ ○ ○ ×

宮川　誠子 × ○ ○ ○ ○ ○ ×

高橋　典弘 × ○ ○ ○ ○ ○ ×

寺尾　孝治 議 議 議 議 議 議 議

上田　　廣 × ○ ○ ○ ○ ○ ×

中曽　義孝 × ○ ○ ○ ○ ○ ×

杉井　弘文 × ○ ○ ○ ○ ○ ×

合 志 会

乗越　耕司 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ×

新開　邦彦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

家森　建昭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

中平　好昭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

池田　隆興 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

梶谷　信洋 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

威 信 会

麻生　　豊 × ○ ○ ○ ○ ○ ×

杉原　邦男 × ○ ○ ○ ○ ○ ×

大江　弘康 × ○ ○ ○ ○ ○ ×

山下　　守 × ○ ○ ○ ○ ○ ×

牧尾　良二 × ○ ○ ○ ○ ○ ×

渡邉　國彦 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ×

市民クラブ

西本　博之 × ○ ○ ○ ○ ○ ×

石原　賢治 × ○ ○ ○ ○ ○ ×

赤木　達男 × ○ ○ ○ ○ ○ ×

公 明 党

加根　佳基 × ○ ○ ○ ○ ○ ×

竹川　秀明 × ○ ○ ○ ○ ○ ×

小川　宏子 × ○ ○ ○ ○ ○ ×

五 月 会

平岡　　毅 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

坂本　一彦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

下村　昭治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

東広島いろは会
重光　秋治 × ○ ○ ○ ○ ○ ×

早志　美男 × ○ ○ ○ ○ ○ ×

日本共産党 谷　　晴美 × × × × × × ○

市民フォーラム 鈴木　利宏 × ○ ○ ○ ○ ○ ×
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は
許
さ
れ
る
が
、
そ
の
大
義
は
、
著

し
い
社
会
環
境
の
変
化
が
伴
う
も
の

で
あ
っ
て
、
全
く
変
化
を
求
め
て
い

な
い
も
の
に
一
事
不
再
議
が
通
用
す

る
こ
と
に
な
る
と
、
議
会
運
営
、
議

決
の
重
み
は
ど
う
な
る
の
か
。
通
る

ま
で
出
し
続
け
る
こ
と
が
行
わ
れ
れ

ば
、
市
議
会
の
資
質
の
問
題
を
問
わ

れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
議
会
運
営
上

の
問
題
も
含
め
て
反
対
す
る
。

●�

議
案
第
168
・
169
号
（
特
別

職
・
教
育
長
等
の
給
与
の
改
定
）

反
対

 

谷　
晴
美
議
員

　

非
正
規
雇
用
が
増
え
、
実
質
賃
金

は
下
が
り
、
不
景
気
で
市
民
生
活
は

さ
ら
に
苦
し
く
な
っ
て
い
る
。

　

人
事
院
勧
告
に
準
拠
す
る
の
は
公

務
員
の
み
で
、
政
治
に
か
か
わ
る
市

長
、
教
育
長
、
議
員
の
期
末
手
当
は

下
げ
る
べ
き
で
、
市
民
に
は
理
解
し

が
た
い
も
の
と
判
断
し
反
対
す
る
。

●�

議
案
第
163
号
（
福
富
多
目

的
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
指
定
管
理
）

反
対

 

谷　
晴
美
議
員

　

指
定
管
理
者
が
、
包
括
外
部
監
査

報
告
書
で
も
全
国
で
問
題
を
指
摘
さ

れ
て
お
り
、
入
札
な
ど
、
公
平
・
公

正
さ
の
問
題
が
必
ず
つ
き
ま
と
う
と

言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
利
益
を
上

げ
よ
う
と
す
れ
ば
自
主
事
業
が
増
え
、

そ
の
分
一
般
開
放
が
少
な
く
な
り
、

市
立
の
施
設
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
市
民
に
し
わ
寄
せ
が
い
く
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
か

ら
、
直
営
で
運
営
す
る
こ
と
が
一
番

い
い
方
法
で
あ
り
反
対
す
る
。

●�
議
案
第
163
号
（
福
富
多
目

的
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
指
定
管
理
）

賛
成

 

宮
川
誠
子
議
員

　

公
募
を
行
い
、
応
募
の
あ
っ
た
２

者
か
ら
選
考
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、

自
主
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
の
提
案

に
対
し
、
施
設
の
有
効
活
用
が
図
ら

れ
る
と
判
断
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て

評
価
す
る
。
た
だ
し
、
審
査
の
過
程

の
中
で
、
採
点
基
準
に
地
域
振
興
の

視
点
が
入
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

が
判
明
し
た
。
地
元
の
人
材
や
組
織

を
育
て
、
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ

る
視
点
を
持
っ
て
、
業
者
選
考
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
考

え
審
査
基
準
を
変
更
す
べ
き
と
い
う

こ
と
を
付
議
し
た
上
で
賛
成
す
る
。

●�

議
案
第
166
号
（
い
じ
め
問

題
調
査
委
員
会
設
置
条
例
）

反
対

 

谷　
晴
美
議
員

　

い
じ
め
問
題
調
査
委
員
会
の
構
成

数
に
つ
い
て
、
６
人
以
内
を
も
っ
て

構
成
す
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
異
議

を
唱
え
る
。
多
様
な
意
見
を
調
査
に

反
映
す
べ
き
で
あ
り
、
大
津
市
の
自

殺
調
査
の
究
明
の
委
員
会
を
教
訓
に

本
市
も
学
び
、
せ
め
て
10
人
以
上
に

し
て
、
民
主
的
な
運
営
が
で
き
る
よ

う
に
す
べ
き
だ
と
考
え
反
対
す
る
。

●�

請
願
第
６
号

　
（�

消
費
税
増
税
の
中
止
を
求
め
る

意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願
）

賛
成

 

谷　
晴
美
議
員

　

共
同
通
信
の
世
論
調
査
で
は
、
消

費
税
10
％
へ
の
引
き
上
げ
は
、
反
対

が
57.5
％
で
あ
っ
た
。
消
費
税
は
低
所

得
者
層
に
負
担
が
重
く
な
る
逆
進
性

が
あ
る
制
度
で
あ
り
、
消
費
税
増
税

に
頼
ら
な
い
税
制
改
正
に
向
け
、
抜

本
的
な
見
直
し
が
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
と
考
え
る
。

　

消
費
税
10
％
へ
の
引
き
上
げ
は
、

中
小
業
者
の
な
り
わ
い
を
あ
き
ら
め

さ
せ
、
廃
業
を
押
し
つ
け
る
こ
と
に

も
な
り
、
税
収
は
下
が
り
続
け
る
こ

と
に
な
る
と
確
信
し
、
賛
成
す
る
。

●�

請
願
第
６
号

　
（�

消
費
税
増
税
の
中
止
を
求
め
る

意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願
）

反
対

 

宮
川
誠
子
議
員

　

消
費
税
増
税
に
関
し
て
は
、
私
自

身
も
反
対
の
立
場
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
請
願
は
議
会
か
ら
意
見
書
を
提

出
す
る
趣
旨
で
、
意
見
書
と
は
、
議

会
の
意
思
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
、
全

会
一
致
、
あ
る
い
は
お
お
む
ね
一
致

を
も
っ
て
提
出
さ
れ
る
の
が
本
来
の

姿
で
あ
る
。
し
か
し
、
請
願
と
い
う

形
で
提
出
さ
れ
れ
ば
、
多
数
決
で
決

め
ざ
る
を
得
な
い
。
可
決
さ
れ
た
と

し
て
も
、
１
票
差
と
い
う
よ
う
な
こ

と
が
あ
り
得
る
わ
け
で
、
意
見
書
を

提
出
す
る
と
い
う
趣
旨
の
請
願
を
出

す
こ
と
自
体
が
い
か
が
な
も
の
か
と

い
う
こ
と
を
申
し
上
げ
、
反
対
す
る
。



市議会だより　2015.3 page.26

平成26年第４回定例会　委員会審査概要

　
　
　
　

₄0
億
円
の
基
金
に
つ
い
て
、

合
併
特
例
法
適
用
の
期
限
が

過
ぎ
た
後
に
は
ど
の
よ
う
な
運
用
に

な
る
の
か
。

　
　
　
　

こ
の
度
計
上
し
た
基
金
に

つ
い
て
は
、そ
の
運
用
益
を

新
市
建
設
計
画
に
掲
げ
ら
れ
た
ソ
フ

ト
事
業
の
財
源
と
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。合
併
特
例
法
適
用
の
期

限
が
切
れ
た
後
も
、基
金
の
運
用
益
を

引
き
続
き
地
域
振
興
の
目
的
に
沿
っ

た
ソ
フ
ト
事
業
に
活
用
し
て
い
く
。

文
教
厚
生
委
員
会

●
議
案
第
1₆₆
号
︵
い
じ
め
問
題
調
査

　
委
員
会
設
置
条
例
の
制
定
︶

　
　
　
　

調
査
委
員
会
の
設
置
条
例

に
あ
わ
せ
、
首
長
に
よ
る
再

調
査
の
条
例
も
つ
く
っ
て
い
る
自
治

体
も
あ
る
が
、
教
育
委
員
会
は
市
長

部
局
と
連
携
を
と
っ
て
い
る
の
か
。

QＡQ

　
　
　
　

市
長
部
局
と
緊
密
な
連
携

を
と
っ
て
い
る
。

●
議
案
第
1₈₆
号

　
︵
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
︶

　
　
　
　

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
事
業
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
委
託

事
業
の
内
容
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

広
島
中
央
地
域
の
認
知
症

疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
の
中
に

初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
を
設
置
し
家

庭
訪
問
等
に
よ
り
支
援
し
て
い
く
。

ＡQＡ

総
務
委
員
会

●
議
案
第
1₅₉
号

　
︵
新
市
建
設
計
画
の
変
更
︶

　
　
　
　

新
市
建
設
計
画
の
変
更
に

当
た
っ
て
、
合
併
特
例
法
に

規
定
し
て
い
る
財
政
支
援
制
度
は
全

て
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　
　

全
て
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
　
　

交
付
税
の
激
変
緩
和
措
置

や
一
本
算
定
に
つ
い
て
は
、

ど
う
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　
　

国
に
お
い
て
支
所
に
係
る

一
部
算
定
見
直
し
が
あ
り
、

そ
の
他
も
含
め
一
定
の
見
直
し
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
は
っ
き

り
し
た
も
の
は
見
込
ん
で
計
画
し
て

い
る
。 QＡQＡ 委

員
会
審
査
概
要

●
議
案
第
1₈0
号

　
︵
平
成
2₆
年
度
補
正
予
算
︶

　
　
　
　

消
防
署
庁
舎
管
理
事
業
に

つ
い
て
、
竹
原
市
及
び
大
崎

上
島
町
に
お
い
て
、
仮
眠
室
等
の
設

備
の
現
状
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

女
性
職
員
を
隔
日
勤
務
さ

せ
る
に
当
た
っ
て
必
要
と
な

る
、
仮
眠
室
の
個
室
化
な
ど
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
現
在
は
東
広
島
消
防

署
の
み
に
完
備
さ
れ
て
い
る
状
況
で

あ
り
、
今
後
建
て
替
え
時
期
を
捉
え

る
な
ど
し
て
対
策
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。 QＡ

東広島消防署　仮眠室

オレンジリング
（認知症サポーターの目印）
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市
民
経
済
委
員
会

●
議
案
第
1₇₄
号︵
道
の
駅
湖
畔
の
里
福

　
富
設
置
及
び
管
理
条
例
一
部
改
正
︶

　
　
　
　

占
用
使
用
料
を
大
幅
に
減

額
す
る
理
由
は
何
か
。

　
　
　
　

算
定
の
基
礎
と
な
っ
て
い

る
道
路
占
用
料
に
つ
い
て
、

民
間
に
お
け
る
地
価
水
準
や
賃
料
水

準
の
下
落
、
固
定
資
産
税
評
価
額
の

減
額
改
定
、
自
治
体
の
人
口
規
模
に

応
じ
て
設
定
さ
れ
て
い
る
所
在
地
区

分
の
見
直
し
に
よ
り
、
大
幅
に
減
額

さ
れ
る
こ
と
が
主
な
理
由
で
あ
る
。

QＡ

建
設
委
員
会

●
議
案
第
1₆2
号
︵
西
条
駅
北
第
₂
自

　
転
車
駐
車
場
等
の
指
定
管
理
︶

　
　
　
　

西
条
駅
北
第
２
自
転
車
駐

車
場
、
西
条
駅
北
駐
車
場
及

び
西
条
栄
町
駐
車
場
の
管
理
に
つ
い

て
、
指
定
管
理
者
の
募
集
に
対
す
る

応
募
状
況
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

　
　
　
　

応
募
は
、
１
者
で
あ
っ
た
。

●
議
案
第
1₇₅
号︵
駅
前
広
場
交
通
施
設

　
管
理
条
例
の
一
部
改
正
︶

　
　
　
　

西
条
駅
前
北
口
広
場
を
新

た
に
設
置
す
る
と
と
も
に
、

当
該
駅
前
広
場
の
使
用
料
を
定
め
る

に
当
た
っ
て
、
バ
ス
乗
降
場
の
一
区

画
の
面
積
は
ど
の
程
度
か
。

　
　
　
　

大
型
バ
ス
が
駐
車
で
き
る

広
さ
を
確
保
し
て
い
る
。

　
　
　
　

タ
ク
シ
ー
待
機
場
を
、
各

タ
ク
シ
ー
業
者
が
共
用
す
る

QＡQＡQ

場
合
、
こ
の
使
用
料
は
ど
の
よ
う
に

な
る
の
か
。

　
　
　
　

市
内
の
他
の
駅
前
広
場
で

は
、
タ
ク
シ
ー
業
者
各
社
で

構
成
さ
れ
る
団
体
が
と
り
ま
と
め
て

市
に
申
請
さ
れ
て
い
る
。
西
条
駅
前

北
口
広
場
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
な

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

●
議
案
第
1₇₆
号
︵
道
路
占
用
料
徴
収

　
条
例
の
一
部
改
正
︶

　
　
　
　

道
路
占
用
料
の
種
別
の
中

に
広
告
塔
と
い
う
も
の
が
あ

る
が
、
実
際
に
適
用
さ
れ
て
い
る
例

は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　

道
路
占
用
料
の
う
ち
、
広

告
塔
の
種
別
が
適
用
さ
れ
て

い
る
例
は
な
い
。

　
　
　
　

電
柱
の
区
分
で
道
路
占
用

料
の
額
が
異
な
る
の
は
、
ど

の
よ
う
な
理
由
か
ら
か
。

ＡQＡQ

　
　
　
　

国
が
定
め
た
占
用
料
の
中

に
区
分
が
あ
り
、
こ
れ
に
準

拠
し
た
も
の
で
あ
る
。

●
議
案
第
1₇₇
号

　
︵
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正
︶

　
　
　
　

都
市
公
園
内
に
業
者
が
自

動
販
売
機
を
設
置
す
る
場
合
、

契
約
期
間
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　

１
年
単
位
で
契
約
を
交
わ

し
て
お
り
、
必
要
に
応
じ
て

更
新
し
て
い
る
。

　
　
　
　

占
用
料
の
区
分
に
上
空
、

地
上
、
地
下
と
あ
る
が
、
具

体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
該
当

す
る
の
か
。

　
　
　
　

上
空
に
は
ト
ラ
ン
ス
の
よ

う
な
変
電
設
備
が
、
地
下
に

は
地
下
に
設
け
る
変
圧
器
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
。
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道の駅　湖畔の里福富


